
令和７年度第１回三重県鳥獣被害対策連携会議 事項書 

 

日時：令和７年７月２９日（火）11 時 00 分から 11 時 20 分 

場所：県庁３Fプレゼンテーションルーム 

 

 

 

１ 三重県におけるツキノワグマ対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（配付資料） 

・事項書 

・委員名簿 

・座席表 

・三重県鳥獣被害対策連携会議設置要綱 

・資料１ ツキノワグマの出没状況と対策について 

・資料２ 「クマアラート」発表時の各部局の対応 



三重県鳥獣被害対策連携会議 委員名簿 
 

 職名 氏名 

１ 危機管理統括監 清水 英彦 

２ 農林水産部⾧ 枡屋 典子 

３ 地域連携・交通部⾧ 
生川 哲也 

（中村 元保副部⾧代理出席） 

４ 南部地域振興局⾧ 関  美幸 

５ 環境生活部環境共生局⾧ 佐藤 弘之  

６ 観光部⾧ 塩野  進  

7 県土整備部理事 上村  告 

８ 教育⾧ 
福永 和伸 

（大坪 恵子総務課⾧代理出席） 

９ 警察本部生活安全部⾧ 島田 素明 

 
（委員⾧）危機管理統括監 
（副委員⾧）農林水産部⾧ 
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　三重県鳥獣被害対策連携会議（7月29日）座席表

プレゼンテーションルーム　

教育長

警察本部生活安全部長

危機管理統括監

〇

〇観光部長

みどり共生推進課長 〇

〇

県土整備部理事 〇

地域連携・交通部長

南部地域振興局長

農林水産部長

〇

〇

〇

〇

環境生活部環境共生局長 〇



三重県鳥獣被害対策連携会議設置要綱 

 

(趣旨)  

第１条 近年、気候変動等に伴う野生鳥獣の分布域・生態の変化が確認されるとともに、人

口減少に伴う集落機能の低下等により、人の生活圏に出没する野生鳥獣が増加傾向にあ

る。こうした中、県民の皆さんの安全・安心の確保に向け、従来の農林水産業に係る獣

害対策に加えて、野生鳥獣による威嚇や家屋侵入、交通事故などの生活環境被害・人身

被害の軽減・未然防止や、野生鳥獣に関する正確で迅速な情報の発信が強く求められて

いる。このため、関係部局が連携して総合的な鳥獣被害対策を推進し、被害の効率的・

効果的な防止を図ることを目的に、「三重県鳥獣被害対策連携会議」（以下、「連携会議」

という）を設置する。  

 

(所掌事務)  

第２条 連携会議は、次の事務を所掌する。 

 （１）野生鳥獣による被害の状況や野生鳥獣の生息状況等の共有 

 （２）野生鳥獣による被害の軽減・未然防止に向けた対策の検討 

 （３）県内市町、関係団体との連絡調整  

 （４）野生鳥獣に関する正確で迅速な情報の発信 

 

(組織)  

第３条 連携会議は、委員長、副委員長及び別表１に掲げる職にあるもの(以下「委員」とい 

う。)をもって構成する。  

２ 委員長は危機管理統括監を、副委員長は農林水産部長をもって充てる。  

３ 委員長は、会議を総理する。  

４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故ある時はその職務を代理する。  

 ５ 連携会議は委員長が招集し、これを主宰する。また、会議には、必要に応じて委員以外

の者の出席を求めることができる。 

 

(幹事会) 

第４条 連携会議に幹事会を設置する。  

２ 幹事会は連携会議の目的を円滑に達成することに従事する。  

３ 幹事会は班長、副班長及び別表２に掲げる職にあるもの(以下「構成員」という｡)をも

って組織する。  

４ 班長は農林水産部農業基盤整備・獣害担当次長を、副班長は農林水産部獣害対策課長、

防災対策部危機管理課長をもって充てる。  

５ 幹事会は班長が招集し、これを主宰する。また、幹事会には、必要に応じて構成員以外

の者の出席を求めることができる。 

 

 



(庶務等)  

第５条 連携会議の庶務は、農林水産部獣害対策課が行う。なお、県庁内の総合調整について

は、防災対策部危機管理課と協力して行う。  

 

(その他)  

第６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、委員長が別に定める。  

 

附 則  

この要綱は、令和５年１２月２２日から施行する。  

 

附則 

この要綱は、令和６年９月２日から施行する。 

 

附則 

この要綱は、令和７年５月１日から施行する。 

 

別表１（第３条関係） 

    連 携 会 議  

危機管理統括監 

農林水産部長 

地域連携・交通部長 

南部地域振興局長 

環境生活部環境共生局長 

観光部長 

県土整備部理事 

教育長 

警察本部生活安全部長 

委員長 

副委員長 

別表２（第４条関係） 

幹 事 会  

農林水産部     農業基盤整備・獣害担当次長 

獣害対策課長      

農林水産総務課長 

みどり共生推進課長 

防災対策部     危機管理課長 

地域連携・交通部  地域連携・交通総務課長 

          東紀州振興課長 

環境生活部     環境生活総務課長 

観光部       観光総務課長 

県土整備部     県土整備総務課長 

班長 

副班長 

 

 

副班長 

 

 

 



住宅政策課長 

河川課長 

教育委員会     教育総務課長 

警察本部      生活安全企画課長 
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令和７年度 ツキノワグマ出没状況

クマアラート注意報

クマアラート警報

出没状況

２



全国のクマによる人身被害の状況

全国では

３



令和７年度 新たなツキノワグマ対策

４



令和７年度 新たなツキノワグマ対策

５



令和７年度 新たなツキノワグマ対策

６



令和７年度 新たなツキノワグマ対策
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クマアラート発表時の対応

８



熊野古道伊勢路におけるクマ対策

９



〇注意報発表時

農林水産部
東海自然歩道、近畿自然歩道、キャンプ場などのア
ウトドア施設

南部地域振興局
（東紀州振興課）

熊野古道伊勢路の各峠道

観光部 市町観光協会等が所管する施設

県土整備部
県営都市公園において、掲示板等で公園利用者に注
意喚起を行う（園内目撃の場合は利用中止）

研修会の開催 農林水産部
日本山岳・スポーツクライミング連盟、熊野古道の
語り部を対象に被害防止のための研修会を実施

農林水産部 市町と連携した防災無線や回覧板での注意喚起

南部地域振興局
（東紀州振興課）

熊野古道伊勢路ＨＰ等での注意喚起情報の発信

観光部 観光三重ＨＰでの注意喚起情報の発信

県土整備部 県管理道路に設置された道路情報板による注意喚起

教育委員会
県立学校への注意喚起、各市町等教育委員会事務局
を通じ所管の小中学校への周知

農林水産部
出没情報に即したパトロール強化の実施（市町と連
携）

警察本部
出没情報に即したパトロール強化の実施（市町と連
携）

南部地域振興局
（東紀州振興課）

熊野古道の峠道（登り口）をパトロールし、来訪者
へ注意喚起　※6月～2月

その他
南部地域振興局
（東紀州振興課）

語り部の方々や観光案内所等にクマよけ用品（鈴）
を配布し、来訪者へ貸し出し　※通年

〇警報発表時

パトロール体制の強
化と被害防止のため
の捕獲

農林水産部
警報発表地域における市町等と連携したパトロール
体制の強化と被害防止のための捕獲（駆除）。クマ
専用捕獲檻の市町への貸し出し

注意看板の掲示 観光部 市町観光協会等の会員宿泊施設

情報発信

パトロールの実施

「クマアラート」発表時の各部局の対応

注意看板の掲示

資料２
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